異性との 間の 友情の 可能 やその 美し さな どに つ いて 

より 多く さまざまに 思い描く のが 常に 女性で あると い 

うこと につ いて、 私たち はどう 考えたら いいのだろう 

ゝ o 

力 

十五 六 歳のう いうい しい 情感の 上に その さまざまな 

姿が 描かれる ばかりでなく、 二十歳 を かなり 進んだ ひ 

とたち も 三十 歳の 人妻 も あるいは 四十 歳 を 越して 娘が 

少女 期 を 脱し かけて いる 年頃の 女性た ち も、 率直な 心 

底 をう ちわって その 心 持 を 披瀝 すれば、 案外に も その 



心理に 在る のだろう か。 男の 雑誌に、 異性との 友情に 

ついて 書かれる 記事 は 稀な のに、 どうして 女性の ため 

の 雑誌 は、 時 を 置いて はこの テ ー マ を くりかえす 必然 

にお かれて いるの だろう か。 特に、 日本の 婦人 雑誌で 

は、 女の 幸福に ついての 論議 や 異性の 間の 友情の 可能 

についての 文章が 多い。 この 事実に は、 近代 日本と い 

う ものの 深い 歴史 の 影が 現れて いると 思わざる を 得な 

ヽ o 

レ 

もし 日本の 習俗の 中で 男性と いう ものが 女性に とつ 

て、 良人 候補者、 あるいは 良人と いう 狭い 選択 圏の 中 

でば かりい きさつ を もって 来る もので なかったら、 異 



> J つち やにして 外で遊ぶ というよ うな こと はしな いら 

しい。 

従って 何 か 特別な 社会 環境に いる 人で ない 限り、 互 

の 接触 はたい へん 稀れ な ことにな り、 友情と いう 広汎 

な 感情で 訓練され る 間もなく、 本質的に は 偶然な きつ 

かけが 特定な 人への 特定な 感情へ と 導かれる 場合が 多 

くな つ てし まう ので ある。 

日本の 家庭の 父 や 母た ち は、 永年に わたる 家庭の 友 
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